
働き方の改革「東京モデル」事業 プロジェクト決定！
東京都では、今年度より、安心して子供を産み育てることができる雇
用環境を整備するため、ワークライフバランスの実現に向けた企業自
らの創意工夫による先駆的な取組に対して積極的な支援を行い、その
取組状況や成果等の情報を発信する「働き方の改革『東京モデル』事
業」を開始しました。
このたび、１６プロジェクトのご応募の中から、他企業のモデルとなる
ような４プロジェクトを選定いたしました。
【問い合わせ先】産業労働局雇用就業部労働環境課 �０３―５３２０―４７３９

働き方の改革「東京モデル」事業 選定プロジェクト（４プロジェクト）の主な取組内容（五十音順）
�中規模事業所におけるWLB（※）推進と、事業所内保育所を活用した待機児童削減プロジェクト（※）ワークライフバランスの略
株式会社アルビオン【大企業（１社）化粧品の製造・販売等】
複数事業所内保育所間での相互利用制度の構築（既存保育施設の有効活用）

多様な働き方に関する理解促進のための社内サポーター育成（就業継続のための相談実施、セミナー実施等）

障害者を含む在宅勤務制度の設計導入

「Life」をサポートする取組（個々の従業員が参加できる社会貢献活動の企画・紹介・運営等）

�東京モデル推進プロジェクト～WLBドリームプラン実現に向けて～
株式会社タカラトミー（リーダー企業）【中小企業グループ（大２・中小６）玩具類の企画・製造・販売】
在宅勤務制度の導入による多様な働き方の実現

「わくわくオフィス」（フリーアドレス導入によるオープンな執務環境）設置による創造性・コミュニケーション・効率性の向上

育児・介護休業中及び復帰時の従業員の能力開発、男性従業員の育児参加促進

�日通航空「ひとりひとりがライフデザインを実現できる企業へ」プロジェクト
日本通運株式会社東京航空支店【大企業（１社）運輸業（自動車輸送、海上輸送、利用航空輸送等）】
多様な働き方の実現と時間生産性向上の両立を目的とした働き方の改革（コンサルタントを活用した業務改善等）

ワークライフバランスを推進させる管理職層のマネジメント力のアップ（役職別意識改革教育等）

育児・介護休業者のいる職場へのフォロー体制の整備（業務の共有化・協力体制の構築、職場への表彰制度等）

出産・育児、介護中社員等の継続就業のための支援（休業中・復帰時のサポート、キャリア相談・キャリア開発支援等）

�ワークライフバランス「８８８プロジェクト」（トリプルエイトプロジェクト）
パシフィックコンサルタンツ株式会社（リーダー企業）【中小企業グループ（大１・中小８）建設コンサルタント業】
業務効率化・労働時間縮減のための職場環境づくり

組織的な働き方の見直しプロジェクトの実施（外部コンサルティングを活用した働き方見直し）、長時間残業者の働き方見直しプロジェクトの実施

（研修等）、集中ルームの設置、スタンディング会議の実施等

年度末の業務集中緩和に向けた発注者への働きかけ、業界全体で働き方を変えるための情報提供等

各プロジェクトの詳細は、TOKYOはたらくネット（http://www.hataraku.metro.tokyo.jp/equal/model/）でご覧いただけます。
また、取組状況や成果等については、進捗状況に合わせて、TOKYOはたらくネット上で今後お知らせしていきます。

２３年度からの２年以内で取り組む企画提案を追加募集いたします。詳細は２面をご覧ください。�

募 集 概 要

◆応募資格 都内に本社又は主たる事務所を
置く企業、団体、企業グループ、協同組合等

◆対象事業 コンセプトや目標が明確で、３年
以内に実現可能な複数事業で構成されるプ
ロジェクト。
「１社集中方式」「コンソーシアム方式」のど
ちらでも可。

〔プロジェクトで想定する事業〕
○業務の見直し事業
○労働時間縮減事業
○多様な働き方実現事業
○子育て等両立支援事業
○人材育成事業
○社会貢献事業
○その他働き方を変革するための独自事業

今月の主な内容
●働き方の改革「東京モデル」事業 プロジェクト決定！……………………………………………………１
●働き方の改革「東京モデル」事業 企画提案追加募集 …………………………………………………２
●中小企業退職金共済制度（中退共）と建設業退職金共済制度（建退共）のご案内 ……………………２
●取材レポート 江戸川校生徒が第５回若年者ものづくり競技大会に参加！
“モノづくり”は“ヒトづくり”～夢への道しるべ～…………………………………………………………３
●「ものづくり体験塾」１２月実施分参加者募集………………………………………………………………３
●労働相談情報センター 街頭労働相談のお知らせ ……………………………………………………４
●セミナー・職業訓練・講習等募集情報
（労働相談情報センター、職業能力開発センター、東京しごとセンター）…………………………５～６

２０１０
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＜本事業は、東京都が実施する少子化打破緊急対策事業です＞
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事業主の
皆様へ

東京都では、企業グループや取引先等の働き方も一体で見直す先駆的プロジェクトを支援し、ワークライフバランスを推進するため、プロジェク
トを追加募集いたします。ふるってご応募ください。

◆応募資格 都内に本社または主たる事務所を置く企業、団体、企業グループ、協同組合等
◆対象事業 コンセプトや目標が明確で、２年以内に実現可能な複数事業で構成されるプロジェクト。

「１社集中方式」「コンソーシアム方式」のどちらでも可。
※自社の従業員の働き方を変え、仕事と生活の調和を図りながらその能力を活かして
働き続けられるようにすることを主目的としています。

◆実施期間 ２年以内
◆スケジュール
�プロジェクト募集 平成２２年９月１５日（水）～平成２２年１２月２１日（火）
�プロジェクト審査 平成２３年１月～２月頃 ※応募多数の場合は事前審査を行います。
�選定プロジェクトの発表 平成２３年３月頃
�取組の開始 平成２３年４月～
◆支援内容
○補助件数：４プロジェクト ○補 助 額：１プロジェクト当たり１億円以内／年度
○補助率：大企業、大企業のグループ等 １／２ 左記以外 ２／３
◆応募方法
次のいずれかの方法により応募書類を入手し、作成後、関係書類とともに郵送してください。
○東京都産業労働局雇用就業部HP「TOKYOはたらくネット」http://www.hataraku.metro.tokyo.jp/equal/model/よりダウンロード
○下記問い合わせ先へ電話にて応募書類を請求
◆応募説明会
平成２２年１０月１日（金）、１０月１４日（木）（事前申込不要）
※いずれも、時間は１５時～１７時、会議室は決まり次第、「TOKYOはたらくネット」にてご案内します。

中小企業退職金共済制度（中退共）と建設業退職金共済制度（建退共）のご案内

従業員の退職金を準備する国の制度をご存知でしょうか？「中退共」は、中小企業で働く方々、「建退共」は建設現場で働く方々のため
に、「中小企業退職金共済法」に基づき設けられた制度です。退職金制度は、従業員に将来への安心感を与えるとともに、仕事への意欲を
もたらし、企業の活性化や優秀な人材の確保にもつながります。
国が掛金の一部を助成、また手続きも簡単です。事業主の皆様、中退共・建退共への加入を考えてみませんか？

中小企業退職金共済制度（中退共）

中小企業に雇用される従業員のための退職金制度です。
◆加入できる企業：中小企業（業種ごとに従業員数・資本金または
出資金の範囲に定めがあります。）
◆加入従業員：原則として全員加入（パートタイマーの方も加入で
きます）
◆平成２３年度に廃止される適格退職年金制度からの移行先と
なっています。
◆過去の勤務期間の通算や企業間を転職した場合に通算ができ
ます。
◆掛金：１６種類から選択、税法上全額非課税
◆掛金は事業主の預金から口座振替。退職金は直接従業員に支
払われ、管理が簡単です。
☆加入手続きなど詳しくは、下記にお問い合わせください。

建設業退職金共済制度（建退共）

事業主の方々が建設現場で働く労働者の共済手帳に、働いた
日数に応じて共済証紙（掛金）を共済手帳に貼り、その労働者が建
設業界の仕事を辞めた時に、共済証紙の貼付数に応じて建退共
が退職金を支払うという、業界全体での退職金制度です。

◆加入できる事業主：建設業を営む方
◆対象となる労働者：建設業の現場で働く方
◆掛金：日額３１０円
◆掛金は事業主負担、税法上全額非課税
◆経営事項審査で加点評価の対象となります。
◆事業主が変わっても退職金は企業間を通算して計算されます。

☆加入手続きなど詳しくは、下記にお問い合わせください。

【問い合わせ先】
（独）勤労者退職金共済機構 建退共東京都支部
�０３―３５５１―５２４２
http：／／www.token.or.jp／kentai／index.php

働き方の改革 「東京モデル」事業
企画提案追加募集のお知らせ 募集期間 平成２２年１２月２１日（火）まで

【問い合わせ先】
（独）勤労者退職金共済機構 中小企業退職金共済事業本部
東京退職金相談コーナー �０３―３４３６―４３５１
http：／／chutaikyo.taisyokukin.go.jp／

応募方法・応募書類等詳細は、TOKYOはたらくネット
http://www.hataraku.metro.tokyo.jp/equal/model/をご覧ください。

【問い合わせ先】産業労働局雇用就業部労働環境課
�０３―５３２０―４７３９

事業主の
皆様へ

2
とうきょうの労働 平成２２年９月 TOKYOはたらくネット http：／／www.hataraku.metro.tokyo.jp／



���「メカトロニクス」ってなに？
ここ江戸川校では、己の技を磨きあげるために生徒が日々鍛錬を
重ねています。今回取材したのは、メカトロニクス科の生徒４名と指導
員です。
メカトロニクスとは、機械工学（メカニクス）と電子工学（エレクトロ
ニクス）を組み合わせたもので、電子回路やコンピューターを使って
機械の制御を行う技術です。私たちの身の回りでは、自動車やCDプ
レイヤーなどにも応用されています。
授業では、機械の設計から組み立て、プログラミング、メンテナン

ス技術、総合的な知識を２年間で広く学びます。基礎的な経験を積む
１年次に対して、２年次ではより複雑な課題に取り組みます。

���初出場	「第５回若年者ものづくり競技大会」	
生徒４名は、８月４日から６日まで開催された「第５回若年者ものづく

り競技大会」でメカトロニクス
科として初めて出場をしまし
た。「若年者ものづくり競技大
会」とは、２０歳以下の就業経験
のない若者を対象とし、一人前
の技術者を育成することを目
標としています。
メカトロニクスの種目では、
限られた時間のなかで、標準
仕様動作の機械を大会課題に
沿って作り替えていきます。その時に用いられる機械はFA装置と呼
ばれ、実際の工場で使われる生産ラインをモデル化したものです。例
えば、色や高さが異なる円筒状の物体を生産品に見立ててFA装置
のラインに流すと、予め読み込ませたコンピュータープログラムに
従ってセンサー装置が高さや色の違いを読み取り、良品と不良品を
即時に判別し仕分けを行います。
大会では、メカトロニクスの知識以外にも手際の良さや課題仕様

の読解力、チームワークが重要です。生徒達は、配線の位置を覚える
ために何度も装置を組立て直したり、動作テストをするなど地道な準
備をして大会に臨みました。
結果は、惜しくも入賞には届きませんでしたが、生徒たちはその悔

しさをバネにして大会後も一人前の技術者を目指して日々鍛錬を重
ねているようです。指導員は、「これからも上位を目指し、挑戦してい
きたい」と、大会への意欲を語ってくれました。

���仲間と育むものづくりへの自信
メカトロニクス科の教室に入ると、めずらしい機械の数々がありまし
た。部屋の中央にコンピューターとFA装置、そして入り組んだ配線が
置かれた環境で４人は黙々と作業を続けていました。FA装置の細か
な調整を行っている生徒の顔は真剣そのもので、普段は優しそうな
指導員も４人へ厳しいまなざしを向けていました。授業の感想を生徒
に聞いてみると、「FA装置のプログラム作成は難しいけど、出来たと
きはとても楽しい」「色々な設計、プログラミングを通じて、資格を取
得する自信につながる」と答えてくれました。緊張感のある教室の中
で、信頼できる仲間と切磋琢磨し、指導員の指導の下、技を磨いてい
る姿は大変頼もしく、将来必ず立派な技術者になってくれると思いま
す。

���誰にも負けない職人に	
「１０年後の自分はどうなっていたいですか」という質問に、恥じらい
ながらも、「立派な技術者になりたい」「先輩にも負けない技術者に
なって、後輩にも教えてあげられるようになりたい」と胸の内を熱く
語ってくれました。取材を通して、一人ひとりがしっかりとした意見を
持っている印象を受けましたが、指導員によれば入校した当初は右も
左もわからない状態だったそうで、課題をこなしていくうちに生徒自
身の内面も着実に成長していったそうです。

���江戸川校の魅力
江戸川校を訪れて、その建
物の広さと専門的な道具や施
設に驚きました。しかしそれ以
上に、そこにいる指導員や生
徒と話していく中で、ものづく
りを通じた人の成長に大きな
魅力を感じました。
“モノづくり”に対する熱い思いが“ヒトづくり”につながる―確かな技
術の向上が自信を生み、将来の夢へと導いていくのだと思いました。

第５回若年者ものづくり競技大会には、江戸川校メカトロニクス科
の生徒のほかに、同校機械加工科の生徒も出場し、日頃の訓練の成
果を発揮してきました。惜しくも入賞は逃しましたが、生徒たちにとっ
て貴重な経験になりました。

東京都では、ものづくり体験や企業見学等を通じ、ものづくりの具体的なイメージや理解を深めるとともに、将来の職業選択のきっか
けにしていただくため、「ものづくり体験塾」を実施しています。
◆日程・内容

※３日間とおしてご参加ください。
※この他、関連業種の施設見学等も行います。
◆対象 ３４歳以下の方 ◆時間 おおむね９時～１７時 ◆定員 １０名（応募者多数の場合は抽選となります）
◆申込 １１月２２日（月）までに上記の「問合せ・申込先」へお問い合わせください。
詳細はHP http://www.hataraku.metro.tokyo.jp/school/skill/taikenjuku/をご覧ください。

【問い合わせ先】産業労働局雇用就業部能力開発課 �０３―５３２０―４７１９

▲FA装置の組み替えや調整を行う生徒達

「ももののづづくくりり体験塾」１２月実施分参加者募集

実施日 募集期間 体験内容 会場 問合せ・申込先

１２月６日（月）～
１２月８日（水）

１０月１５日（金）～
１１月２２日（月）

・プラスチック成形機でマグカップを作ろう

・住宅の屋内配線工事を体験しよう


中央・城北職業能力開発センター
板橋校（板橋区舟渡２―２―１）
中央・城北職業能力開発センター
赤羽校（北区西が丘３―７―８）

中央・城北職業能力開発センター
〒１１２―０００４ 文京区後楽１―９―５
tel ０３―５８００―２６１１
fax ０３―５８００―３２４１

江戸川校生徒が第５回若年者ものづくり競技大会に参加！
“モノづくり”は“ヒトづくり”～夢への道しるべ～

【問い合わせ先】城東職業能力開発センター江戸川校
〒１３２―００２１ 江戸川区中央２―３１―２７ �０３（５６０７）３６８１

取材レポ
ート

■都立職業能力開発センターで「ものづくり」を体験しよう！
参加費無

料
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中小企
業

向け

東京都労働相談情報センターでは、駅頭や公共広場等に臨時の相談場所を設け、労働相談を実施します。
解雇、雇い止め、賃金不払、雇用保険など、働くこと・雇うことに関する様々な相談に応じます。
相談は無料、秘密は厳守します。
労働問題に関する各種資料も無料で配付しますので、お気軽にお立ち寄りください。

【問い合わせ先】各回を担当する労働相談情報センターまで

ワーク・ライフ・バランス
講演とディスカッション

ワーク・ライフ・バランスの取り組みを始めようとしている中小企

業の方などを対象に、講演とワールドカフェ方式のグループディス

カッションで構成する講演会を開催いたします。リラックスした雰囲

気の中で、ワーク・ライフ・バランスについて考えてみませんか？

■講演会 「社長、儲けたいならワーク・ライフ・バランスです！

～世界で話題の会議法：ワールドカフェを用いて～」

■講 師 NPO法人フローレンス代表理事 駒崎 弘樹氏

■日 時 １０月２２日（金）１８時３０分～２１時

■場 所 男女平等参画センター「リーブラ」５Fホール

港区芝浦３―１―４７ JR田町駅下車 東口徒歩２分

■料 金 無料

■定 員 １５０名（応募者多数の場合、抽選）

※保育（未就学児まで）、手話通話を希望する方は、１０月

８日（金）までにお申し出ください。

※本講演会は港区産業振興課と労働相談情報センター大崎事務所

が共催で開催いたします。申込み方法等の詳細は、「港区産業観光

ネットワークMINATOあらかると新着情報」（http://www.minato-

ala.net/topics/）または下記問い合わせ先へ。

【問い合わせ先】港区産業・地域振興支援部産業振興課港勤労福祉

会館 �０３―３４５５―６３８１

移転先住所 〒１８０－８５１８ 武蔵野市御殿山１丁目１番３号

クリスタルパークビル３階

【TEL】０４２２―４８―１１６１【FAX】０４２２―４６―１２１４

＊１ 電話・FAX番号に変更はありません。

＊２ 平成２２年９月２４日（金）までは現庁舎（三鷹市下連雀３―２―１１）で

通常どおり業務を行います。

２２年度後期 技能検定試験のご案内

技能検定は、働く人々の有する技能を一定の基準により検定
し、国として証明する国家検定制度です。昭和３４年に実施されて
以来、年々内容の充実が図られ、現在１２４職種について実施され
ています。技能検定の合格者は、確かな技能の証として各職場に
おいて高く評価されています。
このたび２２年度後期の受検者を募集します。

◆職種 鋳造、金属熱処理等
特級２６職種、１・２級４４職種、３級１１職種、単一等級６職種

＜技能検定の等級区分＞
特級…管理者及び監督者が通常有すべき技能の程度
１級・単一等級…上級技能者が通常有すべき技能の程度
２級…中級技能者が通常有すべき技能の程度
３級…初級技能者が通常有すべき技能の程度

◆受験資格 �１級は７年以上�２級は２年以上�３級は６か月以上
�単一等級は３年以上の実務経験者（職業訓練歴、学歴等によ
る短縮あり）
◆募集期間 ９月２７日（月）～１０月８日（金）
◆申込み先 東京都職業能力開発協会
〒１０２―００７２ 千代田区飯田橋３―１０―３ 東京しごとセンター７階
�０３―５２１１―２３５３
申込み方法等の詳細は、上記協会HP
（http://www.tokyo―nokaikyo.or.jp）または下記問い合わせ先へ

【問い合わせ先】産業労働局雇用就業部能力開発課
�０３―５３２０―４７１７

前回５月実施の様子。
解雇・賃金不払など数多く
の相談が寄せられました。

東京労働局からのお知らせ

三鷹労働基準監督署は平成２２年９月２７日（月）から移転します

実施日 時間 場所 担当所 問い合わせ先

１１０月６日（水）１１時～１５時 ゆりかもめ新橋駅改札下コンコース 労働相談情報センター大崎事務所 ０３－３４９５－６１１０

２１０月７日（木）１１時３０分～１５時３０分 渋谷駅東急百貨店東横店２階コンコース 労働相談情報センター（飯田橋） ０３－３２６５－６１１０

３１０月１４日（木）１１時～１５時 JR赤羽駅北改札口構内 労働相談情報センター池袋事務所 ０３－５９５４－６１１０

４１０月１５日（金）１１時３０分～１５時３０分 JR昭島駅北口モリタウン前通路 労働相談情報センター国分寺事務所 ０４２－３２１－６１１０

５１０月１５日（金）１０月１６日（土）１０時～１７時 城東地域中小企業振興センター 労働相談情報センター亀戸事務所 ０３－３６３７－６１１０

６１０月２２日（金）１２時～１５時３０分 京王線仙川駅前 労働相談情報センター八王子事務所 ０４２－６４５－６１１０

７１０月２７日（水）１２時～１７時 新宿西口イベントコーナー 労働相談情報センター（飯田橋） ０３－３２６５－６１１０

労働相談情報センター 街頭労働相談のお知らせ

参加者
募集
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正社員
に

チャレ
ンジ！

所名 電話番号 所在地

飯田橋相談室 ０３―３２３９―２８１０ 千代田区飯田橋３―１０―３東京しごとセンター内

大崎相談室 ０３―５４８７―８２２５ 品川区大崎１―１１―１ゲートシティ大崎ウエストタワー２F

日暮里相談室 ０３―５８１１―４３０１ 荒川区東日暮里５―４１―２NNビル４F

国分寺相談室 ０４２―３２６―８６６６ 国分寺市南町３―２２―１０労働相談情報センター国分寺事務所２F

在職者
向け

都立職業能力開発センター １２月入校生募集

「住宅内外装仕上科」

■建築物の仕上に関する一連の建築仕上施工について、タイル・左
官・内装を中心とした実習主体の訓練により幅広い知識と技能を
習得できます。（６か月訓練）
◆対 象 一般（求職者及び転職を希望する方）
◆実施校と定員 城東職業能力開発センター足立校１０名
◆選考日 １１月１２日（金）
◆費 用 授業料は無料。ただし教科書代・作業服代は自己負担
◆申込み １０月４日（月）～２２日（金）までに住所地を管轄するハ

ローワークまたは各職業能力開発センターへ。

【問い合わせ先】産業労働局雇用就業部能力開発課
�０３―５３２０―４７１６

「単位制パソコン科」

■パソコンによるアプリケーションソフト中心の訓練で、個別に課題
（単位）ごとの習得が可能な単位制訓練（３か月訓練・夜間）
◆対象 パート・アルバイトをされている方等で訓練修了後に常用

雇用への就職を希望するおおむね３０歳以下の方
◆実施校と定員
城南職業能力開発センター大田校２０名
多摩職業能力開発センター２０名
（いずれも民間教育訓練機関で実施）
◆選考日 １１月１６日（火）
◆費 用 授業料は無料。ただし教科書代は自己負担
◆申込み １０月４日（月）～１１月２日（火）までに住所地を管轄するハ

ローワークまたは各職業能力開発センターへ。

就職チャレンジ支援
「委託訓練」１２月生募集

正社員への就職にチャレンジする意欲を持つ方に対して職業訓
練を行い、より安定した就業に向けてサポートします。受講中は生活
費の心配なく訓練に専念できるよう受講奨励金（月額約１５万円）を
支給、授業料・教科書代も無料です（ご利用にあたっては、所得等一
定の要件があります）。
まずは区市町村の「生活安定応援窓口」からスタート。就職に役立
つ知識や技能を身につけて、正社員にチャレンジしましょう！

１２月生
◆訓練期間 １２月～２月（３か月間）
◆科目 IT・介護福祉・医療事務系等８コース
◆募集期間 １０月１日（金）～２５日（月）

◆申込 区市町村の「生活安定応援窓口」で要件確認後、就職チャ
レンジ支援相談室でカウンセリングと訓練申込を行います。

〈就職チャレンジ支援相談室〉

科目・日程・実施施設等の詳細は、
http://www.hataraku.metro.tokyo.jp/koyo/challenge/
をご覧ください。
【問い合わせ先】中央・城北職業能力開発センター再就職促進訓練室

�０３―５２１１―３２４５

都立職業能力開発センター
キャリアアップ講習

■職業能力開発センターのキャリアアップ講習１０月受付分

おもに平日夜間や休日に実施する仕事に役立つ短期講習

◆講習 CAD製図（機械）初級、設備管理のためのシーケンス回路

（初級）、消防設備士（甲種第４類）受験対策（�）（）、社会
保険の実務、Excel（関数活用編）、HTMLによるホーム

ページ作成、マルチメディアによる効果的なホームページ

作成、情報セキュリティーの基礎、介護福祉士受験対策（実

技）等 全２７コース

◆対象 現在働いている方で都内在住または在勤の方

◆費用 授業料１，６００円～６，５００円、ほかに教科書を各自購入

◆申込 往復はがきは１０月８日（金）（消印有効）までに、FAXは１０月

１０日（日）までに必要事項を書き直接実施校へ。

インターネットは１０月１０日（日）までに下記HPから申込。

講習内容・日程・実施校等の詳細は

http://www.hataraku.metro.tokyo.jp/school/carr_up/

または職業能力開発センター・校まで。

【問い合わせ先】産業労働局雇用就業部能力開発課�０３―５３２０―４７１９

労働相談情報センターのセミナー ☆セミナーの募集は、全て申込み先着順です。定員に達した場合は、申込み受付を終了いたしますので、あらかじめご了承ください。
☆TOKYOはたらくネット（http：／／www.hataraku.metro.tokyo.jp／）からも申込みができます。

日時 セミナー名 講師 場所 定員 申込み先・問い合わせ先

平成２２年
１０月２１日（木）

１０時３０分～
１２時３０分、
１３時３０分～
１５時３０分

経営戦略としてのワーク・ライフ・
バランス～社員の活躍と企業の成
長のために～

麗澤大学経済学部教授 木谷 宏氏 国分寺
労政会館 ６０名

労働相談情
報センター
（飯田橋）

０３―５２１１―２２０９
平成２２年
１１月１６日（火）・

２２日（月）
１４時～１６時 人事担当者必見！ バツグン就業

規則のつくり方 特定社会保険労務士 下田 直人氏 八王子
労政会館 １００名

平成２２年
１０月２５日（月）

１４時３０分～
１６時３０分

最近の注目判例から探る『有期労
働』のゆくえ 弁護士 只野 靖氏

労働相談情報
センター
池袋事務所

１００名
労働相談情
報センター
（池袋）

０３―５９５４―６５０５

平成２２年
１１月９日（火）

１４時３０分～
１６時３０分

活用しよう！ 改正育児・介護休業法
～改正のポイントと非正規労働者
における活用法～

弁護士 圷 由美子氏 亀戸
文化センター ８０名

労働相談情
報センター
（亀戸）

０３―３６８２―６３２１

平成２２年
１０月２１日（木）・

２８日（木）

１８時４５分～
２１時００分

働く女性を応援！ ２０１０
～働く女性の労働法入門と職場の
メンタルヘルス～

（１日目）弁護士 圷 由美子氏
（２日目）社労士・臨床心理士

涌井 美和子氏

昭島市保健
福祉センター
「あいぽっく」

６０名
労働相談情
報センター
（国分寺）

０４２―３２３―８５１１

平成２２年
１０月２５日（月）・
１１月１日（月）

１８時３０分～
２０時３０分

判例・事例に学ぶ 賃金、退職金、
企業年金をめぐる最近の動向 弁護士 佐々木 亮氏 府中グリーン

プラザ １００名
労働相談情
報センター
（八王子）

０４２―６４３―０２７８

科目・日程・実施校の詳細は、http://www.hataraku.metro.tokyo.jp/または問い合わせ先まで。
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〔求職者向け〕東京しごとセンターのセミナー・講習
＊セミナー参加にあたり、東京しごとセンター・東京しごとセンター多摩に未登録の方は、事前に東京しごとセンターの利用者登録をしていただきます。
☆会場は東京しごとセンター：千代田区飯田橋３―１０―３（一部を除く）
★東京しごとセンターHPから一部のセミナーの申し込みが可能です。http://www.tokyoshigoto.jp/

〔求職者向け〕東京しごとセンター多摩のセミナー
☆☆会場は東京しごとセンター多摩：国分寺市南町３―２２―１０ 東京都労働相談情報センター国分寺事務所内
★問い合わせ・申込み先：東京しごとセンター多摩 �０４２―３２９―４５２４ http://www.tokyoshigoto.jp/tama/

〔企業人事担当者向け〕東京しごと財団障害者就業支援課のセミナー
★問い合わせ・申込み先＜９／２７（月）以降＞：�０３―５２１１―２６８２（財団法人東京しごと財団障害者就業支援課コーディネート事業係）詳細はHPでhttp://www.shigotozaidan.jp/shkn/

■職業訓練指導員免許の取得資格を得るための「職業訓練指導員試験」を行います。
※東京都職業訓練指導員の採用試験ではありません。
◆試験科目 理容科、美容科、指導方法（実技と関連学科試験免除の方対象）
◆受験資格 実務経験８年以上（短縮条件あり）
◆試験日時 学科試験２３年１月１５日（土） 実技試験（理容科）２３年１月１７日（月）（美容科）２３年１月１８日（火）
◆申込日時 １１月４日（木）・５日（金）１０時～１２時、１３時３０分～１６時３０分 都庁第二本庁舎１階臨時窓口にて受付
詳細は、http://www.hataraku.metro.tokyo.jp/をご覧ください。

【問い合わせ先】産業労働局雇用就業部能力開発課 �０３―５３２０―４７１７

東京都産業労働局雇用就業部調整課発行
〒１６３―８００１新宿区西新宿２―８―１ 電話０３（５３２０）４６４６
２０１０年（平成２２年）９月２４日発行 第１２５７号 昭和２２年８月２５日創刊
印刷規格表１類 印刷番号（２１）７３ 印刷 株式会社成光社

TOKYOはたらくネット
http://www.hataraku.metro.tokyo.jp/

携帯版はこちら⇒

対象者 セミナー名 内容 日時 定員 応募方法・問い合わせ先

２９歳
以下 就コム！（１３期生）

少人数のクラス制で担任の就職支援アドバイザーと一緒に、短期間
で、就職活動に必要な基礎知識やグループワークを通じたコミュニ
ケーション能力などの就職スキルを身に付けていきます。

１０月２５日（月）
～

１２月２日（木）
１３時～１６時 １４名

電話にて申込みを受け
付けます。
ヤングコーナー
�０３―５２１１―２８５１

３４歳
以下

ビジネスマナー講座 就職後も役立つビジネスマナーを講義やロールプレイングを通して
学びます。 １０月１５日（金）１３時～１６時 ２０名

就活倶楽部～総合的に就
活がわかる２日間～

就職の必須要素を２日間でマスター。
１日目「就活スタート＆自己分析」「しごと研究＆求人検索」
２日目「人事が喜ぶ書類作成講座」「知っ得面接トーク＆マナー」

�１０月１２日（火）
～１０月１３日（水）
�１０月２６日（火）
～１０月２７日（水）

１０時～１７時 １６名

コミュニケーション講座 仕事をする上での人間関係の問題を解決し、仕事を楽しむためのノウ
ハウをヒューマン＆ビジネスの両面から学びます。 １０月８日（金）１３時～１６時 ２０名

模擬面接セミナー きつい面接にも強くなる。自分らしさを伝える力が身につく。一日完結
面接セミナーです。

�１０月１６日（土）
�１０月２９日（金）１３時～１６時 １５名

ジョブパーティ！WEEK
就職活動セミナーと企業担当者とのコミュニケーションイベントが
セットになった３日間連続の講座。面接とは異なり、気軽な気持ちで参
加できます。

１０月１８日（月）
～

１０月２０日（水）

１８日（月）１３時～１６時
１９日（火）１０時～１７時
２０日（水）１３時３０分～

１６時３０分

４０名

就活スキルアップ実践講
座

職業人意識（キャリアデザイン）、コミュニケーション能力、ビジネスマ
ナー等をレベルアップさせる、ロールプレイングを中心とした実践的
なセミナーです。

１０月２１日（木）
～

１０月２２日（金）
１０時～１７時 ２０名

SPI試験対策基本講座 入社試験におけるポピュラーな筆記試験SPIについて、基本的な部分
から学び、解き方を解説していきます。 １０月２５日（月）１３時～１６時 ２０名

ワークスタート！

「働きたい」気持ちはあるけど、就職活動にあと一歩踏み出せない若
者を対象とした、就職活動に必要な準備を行う週５日×７週間のプログ
ラムです。
事前説明会にご参加の上で、プログラムのお申し込みをして頂きま
す。

■プログラム
１０月２５日（月）～
１２月１０日（金）

■事前説明会
�１０月５日（火）
�１０月１３日（水）

■プログラム
１０時～１６時
■事前説明会
�１３時～

１５名 ワークスタート事務局
�０３―３５５６―５９５０

３０～
５４歳

中高年者向け求職活動支
援セミナー～人事担当者
パネルディスカッション～
「今だからこそ、こんな人
を採用したい！」

不透明な転職市場においても、中途採用を積極的に実施している企
業も少なくありません。そのような企業の採用担当者が「こんな人を
採用したい」というテーマで、応募書類のチェックポイントや面接で見
ている点、中途採用した方が現在どのように働いているのかなど、一
般論とは違う視点で語ります。

１０月２０日（水）１３時３０分～１５時３０分 １００名

電話にて申込みを受け
付けます。
ミドルコーナー
電話０３―５２１１―２８０３

５５歳
以上

高年齢者のための就職支
援講習
「施設警備スタッフ」

施設警備員として働く上で必要な基本動作や心構え、警報装置・各種
機器の使用方法を学びます。

１１月１０日（水）
～

１１月１９日（金）

９時３０分～
１６時３０分 ２５名

１０月１５日（金）消印有効
往復はがきに講習名・郵便番
号・住所・氏名（ふりがな）・生
年月日・年齢・電話番号を書
き、郵送してください。
東京しごと財団能力開発係
〒１０２―００７２

千代田区飯田橋３―１０―３
（問い合わせ先）能力開発係

０３―５２１１―２３２７

高年齢者のための就職支
援講習
「実践的ヘルパー２級」

生活援助・在宅介護のスタッフとして、一般の家庭で働く上での注意
点、家事や介助法（ホームヘルパー２級課程）と福祉機器の基礎知識
を学びます。

１１月１８日（木）～
平成２３年
２月１８日（金）

９時～１７時 ２８名

対象者 セミナー名 内容 日時 定員

全年齢 全年齢対象「就職面接会」 おおむね２０社の企業が参加予定。履歴書を複数枚ご持参のうえご参加くださ
い。（受付時間１２時３０分～１５時３０分） １０月２８日（木）１３時～１６時入退場自由

予約
不要

２５歳～
５０歳の
女性

女性再就職サポートプログラム
「総務人事コース（１１月開催分）」

労務管理や年末調整事務を行う上で必要な基礎知識の修得から職場体験まで
をセットにした１０日間の総合的な支援プログラムです。対象はパソコンの操作
ができる事務職経験者の方で６ヶ月以内に事務職での再就職を目指す２５歳～
５０歳までの女性（面接選考あり 申込〆切１０／２９（金））

１１月２４日（水）
～

１２月７日（火）
１０時～１６時 ２５名

５５歳以上
高年齢者向け就職ノウハウセミナー
「再就職のいろはセミナー」
～自身の経験スキルを活かそう～

高年齢者を取り巻く労働市場の現状と人材ニーズの分析、採用担当者に評価さ
れる応募書類の書き方、自分を上手に表現できる面接の受け方等、就職活動の
ノウハウをわかりやすく解説します。

１０月２０日（水）１３時３０分～１６時３０分 ５０名

対象 セミナー名 内容 日時 定員 場所 応募方法・問い合わせ先
企業
人事
担当者
等

第３回中小企業向け障害者雇用
セミナー
「障害者雇用の創出とポイント」

埼玉県立大学朝日雅也教授による講演で、障害
者校における訓練内容の説明及び施設内の見学
を行います。

１０月２５日（月）
１３時２０分
～

１６時３０分
３０名

東京障害者
職業能力開
発校
１階大教室

上記、コ－ディネ－ト事業係にお
問い合わせください。
案内チラシ、申込用紙を送付さ
せていただきます。

職業訓練指導員試験のお知らせ
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